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太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/

主　な　内　容

神野三枝さんと空き家について考える
ー総合体育館で「空き家利活用セミナー」開催ー
　3月3日(土)、ラジオやテレビで活躍中の神
野さんと不動産の専門家名和泰典さんを招
いた「空き家のちょっとオトクな利活用セミナ
ー」が総合体育館で開かれ、町内外から約２００
人が来場しました。
　名和さんは「早め早めの対策が長期的に見
ておトクにつながる」と話し、神野さんは「空き
家問題はいろいろ複雑。わからないことがあっ
たら、町役場に相談しよう！」と締めくくりました。

●平成30年度施政方針と予算のあらまし

●「日本一住みやすいまち」を目指して

●輝けるひと・部活動「第17回目」

●暮らしの補助制度

●お知らせコーナー
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な  わ やすのり

神野三枝さんと空き家について考える
ー総合体育館で「空き家利活用セミナー」開催ー

じんの   み  え

神野三枝さんと空き家について考える
ー総合体育館で「空き家利活用セミナー」開催ー

じんの   み  えじんの   み  え



国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
長

野
県
下
諏
訪
町
と
姉
妹
都
市
提

携
を
結
び
、
友
好
関
係
に
あ
る

交
流
町
と
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

て
い
く
考
え
で
す
。

二
つ
目
は
、
町
が
提
供
す
る

空
き
家
情
報
で
す
。

町
内
に
多
数
存
在
す
る
空
き

家
を
、
移
住
・
定
住
対
策
の
一

環
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
に
提
供
す
る

空
き
家
情
報
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
だ
使
え

る
空
き
家
を
資
産
と
し
て
見
直

し
、
利
活
用
の
方
法
を
皆
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
新
年
度
に
は
、
引
き
続
き

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
事

業
と
し
て
移
住
・
定
住
促
進
、

法
人
事
業
所
に
よ
る
空
き
家
活

用
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、
町
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
付
と
応
援
の
声
で

す
。我

が
町
の
豊
富
な
特
産
品
を

広
く
全
国
に
紹
介
し
、
町
の
産

業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
々
の
思
い
に
応
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、

さ
ら
に
こ
の
町
の
い
い
と
こ
ろ

を
全
国
に
発
信
し
、
こ
の
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

こ
に
挙
げ
た
も
の
は
、
い

ず
れ
も
行
政
の
み
で
は
成
果
を

あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
内
外
の
住
民
の
皆
さ

ま
や
様
々
な
団
体
、
多
種
多
様

な
事
業
者
の
皆
さ
ま
、
そ
う
い

っ
た
方
々
と
の
協
力
・
連
携
に

よ
り
、
必
ず
実
現
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目

標
に
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
と

し
て
名
指
し
さ
れ
た
本
町
が
将

来
に
わ
た
っ
て
存
続
で
き
る
よ

う
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
く
使
途

の
選
択
と
効
果
の
検
証
に
よ
る

査
定
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し
ま

し
て
は
、
師
崎
地
区
（
山
ノ
神
）

の
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
の

整
備
、
日
間
賀
島
西
港
の
渡
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
か
る
も
保
育
所
の
改

修
工
事
や
大
井
公
民
館
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
工
事
な

ど
、
公
共
施
設
の
新
設
・
改
修

の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
旧
片
名
保
育
所
、
旧
日

間
賀
島
共
同
調
理
場
等
４
つ
の

公
共
施
設
を
解
体
し
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

く
、
選
択
と
集
中
を
推
進
し
ま

す
。次

に
ソ
フ
ト
事
業
と
し
ま
し

て
は
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
空

家
等
の
解
体
撤
去
費
用
に
対
す

る
補
助
金
を
拡
充
し
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
を
受
講
す
る
た
め
の
経
費
に

対
す
る
補
助
金
を
新
設
す
る
ほ

か
、
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
よ
り
公
費
で
負

担
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
で
は
、
昨
年

７
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
尾
州
廻
船
主
内
田
家

の
魅
力
を
伝
え
、
入
館
者
の
増

に
つ
な
げ
る
た
め
、
関
連
グ
ッ

ズ
の
作
成
費
用
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
、心
を
ひ
と
つ
に
、

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

平成30年度

施政方針
予算総額････
（一般会計･･･････

町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
こ

た
え
る
べ
く
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
２
期
目
の
町
政

も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
足

ら
ず
の
任
期
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
お
い
て
も
、
就
任
以

来
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
「
日
本
一
住
み
や
す
い

ま
ち
」
を
目
指
し
、
人
口
減
少

ス
ト
ッ
プ
を
目
標
に
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
で
は
、
地
域
経
済
の
縮
小

や
人
口
の
減
少
を
克
服
す
る
た

め
、「
自
治
体
が
自
主
的
・
主

体
的
に
行
う
先
導
的
な
取
り
組

み
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
創
生
の
更
な
る
深

化
を
推
進
す
る
」
と
し
て
お
り

ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
、
産
業
の
停

滞
、
安
全
安
心
へ
の
備
え
等
の

様
々
な
課
題
に
対
し
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
呼
応
し
た
４
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
総
合

計
画
後
期
計
画
の
中
に
お
示
し

し
て
、
政
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
総
合
計

画
、
総
合
戦
略
の
基
本
施
策
を

着
実
に
推
進
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
厚
み
を
更
に
増
し
て
お

届
け
す
る
と
と
も
に
、
住
み
や

す
く
活
力
あ
る
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
勇
気
を
も
っ
て
新
た

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

そ
こ
で
、皆
さ
ま
と
と
も
に
、

こ
の
町
が
心
を
ひ
と
つ
に
取
り

組
む
べ
き
現げ

ん
下か

喫
緊
き
っ
き
ん

の
課
題
と

し
て
、『
３
つ
の
減
ら
す
も
の
』

と
、『
３
つ
の
増
や
す
も
の
』

を
こ
こ
に
お
示
し
し
、
新
年
度

の
行
政
を
力
強
く
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
ず
、
減
ら
す
も
の
の
ひ
と

つ
目
は
、医
療
費
で
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
県
域
化
が
始
ま
り
ま

す
。
本
町
の
医
療
費
水
準
は
、

県
下
で
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま

す
。
医
療
費
を
抑
え
つ
つ
、
皆

さ
ま
の
健
康
の
増
進
に
つ
な
が

る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
新

年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
新
規
事
業
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
い
た
し
ま

す
。二

つ
目
は
、
ご
み
の
排
出
量

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
を
受
け

て
、
昨
年
度
か
ら
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー
の
収
集
を
開
始
し
ま
し

た
。
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
は

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
『
が
ん
ば
る

ご
み
減
量
化
報
奨
金
』
を
創
設

す
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
減
量

化
推
進
事
業
資
材
と
し
て
水
切

り
バ
ケ
ツ
を
無
料
配
布
し
ま

す
。三

つ
目
は
、交
通
事
故
で
す
。

交
通
死
亡
事
故
、
飲
酒
運
転
を

減
ら
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
の
交
通
死
亡
事
故
の
連
続

無
事
故
記
録
は
、
６
９
８
日

（
１
年
11
か
月
）
で
す
。
こ
の

壁
を
打
ち
破
り
、
死
亡
事
故
ゼ

ロ
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
、
事
故
の

無
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
新
た

に
高
齢
運
転
者
の
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
と
し
て
、
海
っ

子
バ
ス
の
乗
車
券
を
交
付
し
ま

す
。次

に
増
や
す
も
の
と
し
て
、

そ
の
ひ
と
つ
目
は
、
様
々
な
面

で
の
交
流
の
機
会
で
す
。

観
光
地
と
し
て
、
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
方
が
訪
れ
る
本
町

は
、
人
と
人
が
交
わ
る
友
好
と

交
流
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
タ

ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

通
じ
て
、
こ
の
町
の
良
さ
を
全

平
成
30
年
度
の
予
算
が
、
３
月
定
例
町
議
会
で
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
」
を
目
標
に
、新
た
な
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
ま
す
。

町
長
の

施
政
方
針

と予算のあらまし
････137億9,321万円 （前年度対比 △2.3％)
･････････････････73億3,000万円）（前年度対比 3.0％)

△は減率を示す



町の歳出の中でもっとも大きな割合を示してい
ます「民生費」は、児童に関わる手当や保育所の
運営費、障がいを持つ方への支援、国民健康保険、
介護保険、後期高齢者医療の給付費などへの特別
会計繰出金が主な内容となっています。次いで割
合が大きくなっています「総務費」の中ではふる
さと納税に係る事業費が含まれており、今年度は
寄附額１億円を目指して事業を推進します。「衛生
費」の中には、今年度に新規で実施します「がん
ばるごみ減量報奨金」などのごみ減量に向けた事

業費を計上しております。
また、その他の費目でも新規事業、重点事業は

多くありまして、6、7ページに掲載をしております。
なお、性質別歳出の内訳というグラフは、歳出

予算を分野別ではなく、「どのような業務に対して
支払う支出か」という視点で分類したものです。
町内で事業を営む方々や地区の活動団体などへの
補助金等は「補助費」、公共施設の工事に対する支
出は「投資的事業費」などそれぞれ、目的別の分
類とは異なる視点で計上したものです。

◆ 用語の解説 ◆
民生費・・・子どもや高齢者、
身体に障がいのある方などの支
援のために使うお金
衛生費・・・ごみの処理や赤ち
ゃん・高齢者などの予防接種や
検診などに使うお金
公債費・・・特定の事業のため
に借りた長期借入金の元金や利
子の返済に使うお金
補助費等・・・地区の活動団体
の事業や両島に住む方々、農林
水産業に従事する方々などへの
補助金や、消防組合・衛生組合
など一部事務組合への負担金な
どに使うお金
人件費・・・報酬・給料などに
使うお金
物件費・・・それぞれ行政サー
ビスに必要な備品の購入や公共
施設の修繕費用、清掃や施設管
理を委託する際の委託料などに
使うお金
投資的事業費・・道路・学校・
公園など公共施設の改良工事な
どに使うお金
扶助費・・・児童手当や障がい
を持つ方々への支援など社会保
障のために使うお金
繰出金・・・国民健康保険、介
護保険、後期高齢者医療、漁業
集落排水の特別会計へ一般会計
から支出するお金

一般会計

土木費　3億404万円(4.1％) その他　2,792万円(0.4％)

公債費
5億3,363万円
(7.3％)

民生費
22億8,970万円
(31.2％)

総務費
11億6,219万円
(15.9％)

衛生費
8億9,826万円
(12.2％)

教育費
7億918万円
(9.7％)

消防費　
5億5,596万円
(7.6％)

農林水産業費
4億8,913万円
(6.7％)

商工費　2億7,428万円(3.7％) 議会費　8,571万円(1.2％)

目的別歳出の内訳

性質別歳出の内訳

(　)内は構成比

(　)内は構成比

その他　1億1,981万円(1.6％)

物件費
13億9,100万円(19.0％)

公債費
5億3,363万円(7.3％)

繰出金
5億8,232万円(7.9％)

扶助費
7億5,572万円(10.3％)

投資的事業費
7億6,211万円(10.4％)

人件費
15億2,531万円
(20.8％)

補助費等
16億6,010万円
(22.7％)

予算のあらまし

歳  出

73億3,000万円
一般会計の歳入歳出予算の総額は73億3,000万円で、平成29年度と比較します

と2億1,500万円、3.0％の増となりました。

◆ 用語の解説 ◆
●自主財源・・・町税や施設
使用料など、町が自主的に
収入できるお金
繰入金・・・積立金などを
取り崩し収入とするお金
諸収入・・・学校給食費徴
収金や指定ごみ袋売捌金な
どの他の科目に分類できな
いお金

●依存財源・・・国や県から
の補助金など、町が自主的
に収入できないお金
地方交付税・・・国から町
の財政力に応じて交付され
るお金
町債・・・工事など特定の
事業に対して借りることが
できるお金
国庫・県支出金・・・国ま
たは県から町への補助金な
どのお金
地方消費税交付金・・・消
費税のうち町へ配分される
お金

町税の内訳

(　)内は構成比

(　)内は構成比

町税
22億2,781万円
(30.4％)

自主財源
(43.9％)

繰入金
4億8,842万円
(6.7％)

地方交付税
19億7,530万円
(26.9％)

町債
4億9,750万円
(6.8％)

県支出金
7億4,173万円
(10.1％)

国庫支出金
3億9,691万円
(5.4％)

地方譲与税 8,100万円(1.1％)

地方消費税交付金
3億4,730万円(4.7％)

その他 8,250万円(1.1％)

その他
1億8,161万円(2.5％)

寄附金
1億30万円(1.4％)

諸収入
2億962万円
(2.9％)

依存財源
(56.1％)

その他　1万円(0.0％)軽自動車税　7,114万円(3.2％)
町たばこ税　1億1,994万円(5.4％)

固定資産税
10億9,839万円(49.3％)

町民税
9億1,709万円(41.2％)

入湯税　2,124万円(0.9％)

一般会計当初予算を年収500万円の家計に例えると

支　出
食　　費（人件費） 104万円
医 療 費（扶助費） 52万円
光熱水費などの生活費（物件費） 95万円
子どもへの仕送り（補助金、繰出金など） 156万円
車の修繕（維持補修費） 5万円
自宅の増改築（投資的事業費） 52万円
借入金の返済（公債費） 36万円

合　　　計 500万円

収　入
給料（町税）・パート収入（手数料など） 186万円

親からの援助（地方交付税、国県支出金など） 247万円

貯金の取り崩し（繰入金） 34万円

借入金（町債） 33万円

合　　　計 500万円

「給料・パート収入」より支出の合計が上回っているた
め、その不足分を「親からの援助」、「貯金の取り崩し」、
「借入金」で補っています。

歳  入 
歳入は「自主財源」と「依存財源」に分けら

れます。本町は地方交付税、県支出金、町債な
ど「依存財源」の割合が高い予算となっており、
厳しい見通しが続いております。
「依存財源」のうち「町債」は工事などの支出
に対して借りる借入金であります。今年度は老
朽化した日間賀共同調理場や町営住宅、郷土資
料館などの解体、日間賀島渡船施設の整備など
の新規事業に対しての借入金を計上しています。
「自主財源」のうち「町税」は前年度とほぼ同

額となっておりますが、積立金の取り崩しであ
ります「繰入金」は増額となっております。
厳しい財政運営が見込まれていますが、「寄附
金」の中にはふるさと納税が含まれておりまし
て、こちらは前年度から大幅な増額となってお
ります。町内の事業者の方々と協力してふるさ
と納税を推進し、「自主財源」の確保に努めて参
ります。



・老人福祉一般管理事業（保健介護課）
3 , 8 6 4万円

介護従事者確保のため介護職員初任者研修の
受講経費を補助します。また社会福祉法人が行
うグループホーム整備事業に対する補助を実施
します

・保育所一般管理事業（福祉課）
1億 4 , 5 3 2万円

保育サービスの充実を図ります
師崎保育所では早朝・延長保育を、日間賀保
育所では２歳児保育を始めます

・保育所環境整備事業（福祉課） 2 , 7 9 2万円
子どもが健康でいきいきと育ち、安心して子
育てできる環境を整備します
かるも保育所の屋上防水・外壁塗装・内部改
修を実施します

・母子保健事業（保健介護課） 1 , 5 9 4万円
子供を安心して産み育てる環境づくりに努め
ます
新生児の聴覚検査の公費負担を実施します

・漁業振興対策事業（産業振興課）
1億 2 , 3 3 8万円

漁業生産基盤の向上や漁村・漁場環境の保全
を図ります

・日間賀島渡船施設整備事業（産業振興課）
1億 3 , 8 6 0万円

漁村の魅力を向上するために、日間賀島西港
に渡船施設を整備します

・公共交通対策事業（地域振興課） 7 , 7 1 7万円
みんなが安心して暮らすことのできる公共交

通として「海っ子バス」の維持・活性化を図り
ます

・漁港建設事業（公共）（建設課） 6 , 2 5 0万円
漁港施設の長寿命化を図りつつ、大規模地

震・津波に備えて、災害に強い漁港整備を推進
します

・道路橋りょう維持補修事業（建設課）
1億 7 5 0万円

安全で快適な住環境整備のため、道路橋りょ
うの維持補修に努めます

・空家等対策事業（防災安全課） 5 6 1万円
南知多町空家等対策計画に基づく空家等対策

事業を実施します

・ごみ減量化対策事業（環境課） 1 , 2 5 3万円
「がんばるごみ減量報奨金」の新設と水切り

バケツ配布などの新規事業を実施し、県下ワー
スト２位のごみ量から脱却を図ります

・防災・減災施設整備事業（防災安全課）
3 , 8 2 7万円

南海トラフ巨大地震・津波等に備え災害に強
いまちづくりを推進します
津波避難対策として、郷土資料館解体事業と

師崎地区の避難場所整備事業（測量設計）を実
施します。

「日本一住みやすいまち」
「日本一住みやすいまち」の実現に向かい、“人口減少ストップ” を　　　　　　　

住みよい暮らしを支えるまちづくり

総合計画

6つの基本目標
1

いきいきと暮らせる健康・福祉の
まちづくり3

活力をともに生みだすまちづくり4

快適で安全なまちづくり2

・ふるさと納税事業（検査財政課） 7,284万円
ふるさと納税制度の普及と産業振興の相乗効
果により財源の確保をします
町内事業者と協力し寄附額１億円を目指しま
す

・庁舎等整備事業（総務課） 1 , 3 8 8万円
役場本庁舎の整備工事を実施します
来庁者の利便向上を図るため、庁舎トイレの
うち５基を洋式化します

・一般企画費（企画課） 2 3 1万円
姉妹都市等交流、男女共同参画、総合計画進
行管理、広域行政等に係る事務事業を推進しま
す

・地方創生推進事業（プロモーション事業）（企画課）
3 , 0 0 6万円

南知多プロモーターの人材育成、プロモーシ
ョン素材の活用等効果的なタウンプロモーショ
ンを実施します

・地方創生推進事業（空き家・まちづくり推進事業）
（地域振興課） 1 , 8 8 7万円
協働と連携のまちづくりの推進と定住・交流

人口の増加を目指します

…………………………………………………………

平成29年度当初予算及び補正予算に計上した
下記の事業を、平成30年度へ繰越して実施しま
す。

☞橋りょう長寿命化修繕事業（建設課）
1 , 6 9 4万円

☞道路橋りょう施設災害復旧事業（補助）
（建設課） 1 , 3 5 1万円

・地方創生推進事業（観光力再生事業）（産業振興課）
5 , 1 8 6万円

地域の魅力を掘り起こし、南知多の観光振興
を積極的に推進します
新規事業として外国語の観光パンフレットを
作成します　

・教育振興一般管理事業（学校教育課）
1億 4 , 1 4 6万円

児童生徒に対する学習・生活サポートの実施
や教育にかかる保護者の負担軽減を図ります
校務支援ソフトの導入や外国人英語講師の派
遣を増やし「外国語」の授業時間を増やします

・教職員住宅維持管理事業（学校教育課）
1 , 9 1 2万円

離島小中学校勤務の教職員の生活環境改善の
ため、老朽化の著しい日間賀島教職員住宅（南
舎西）の改修工事を実施します

・公民館整備事業（社会教育課） 5 8 2万円
利用者の安全性、利便性等を高めるために社
会教育施設の整備工事を実施します
大井公民館の駐車場整備などの工事を実施し
ます

・尾州廻船主内田家維持管理事業（社会教育課）
8 5 3万円

尾州廻船内海船船主内田佐七家、内田佐平二
家の適切な維持管理に努めます
内田佐七家が国の重要文化財に指定されたこ

とに伴いグッズの制作などを実施します

・学校給食施設整備事業（学校給食センター）
1 , 0 1 4万円

学校給食施設の整備を推進します

の実現を目指して
　　　　　　目標とした今年度の重点施策について紹介します。

住民と行政の協働によるまちづくり6

心豊かな人を育むまちづくり5



日間賀島地区における住民の生活環境改
善、漁港および周辺水域の水質保全を目的
に、汚水処理施設である漁業集落排水施設
の適正な維持管理を行います。

地域住民や観光客のための駐車場を確保
し、地域振興を図るために整備を行った師
崎港駐車場の維持管理を行います。

安全な水の安定供給を目指して、老朽化
した水道施設の整備に取り組みます。
（本年度の主な事業）
・大井配水区管路耐震化工事８,１９３万円
・豊丘配水区管路耐震化工事５,１８１万円

ほかの医療保険制度に加入していない
農・漁業者、自営業者、退職者や無職者の
医療保険の給付を行います。

75歳（一定の障がいがあるときは65歳）
以上の方は、後期高齢者医療制度へ加入し
ます。この医療制度は、愛知県後期高齢者
医療広域連合が運営していますが、町では
保険料の徴収や窓口業務を行います。

要介護状態となった方が、能力に応じ、
自立した日常生活を営むことができるよう
に、必要な保健医療サービスおよび福祉サ
ービスに係る給付を行います。

国民健康保険特別会計 29億1,300万円 漁業集落排水事業特別会計 8,570万円

後期高齢者医療特別会計 2億5,860万円 師崎港駐車場事業特別会計 9,700万円

介護保険特別会計 18億6,300万円 水道事業会計 12億4,591万円

特別会計・企業会計 64億6,321万円
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新たな門出
町内中学校で卒業式
新たな門出
町内中学校で卒業式

　町内の中学校で卒業式が行われ、
卒業生１３９人が３年間の思い出を
胸に新たな一歩を踏み出しました。
　豊浜中学校では３８人が卒業。卒
業生は担任の先生から名前を呼ばれ
ると大きな声で返事をし和田惠校長
先生から卒業証書が手渡されました。
　校長先生は卒業生に「自分たちが
住んでいる豊浜を好きになってほし
い。そして、これからの豊浜を、南
知多町を背負ってほしい」と激励しま
した。

　町総合体育館で第３４回南知多ラ
イオンズクラブ杯ミニバスケットボー
ル大会が開催されました。この大会
には町内外から１２チームが参加。
会心のシュートが決まると会場から
はナイスシュートの声と大きな拍手
が送られていました。

　２月１６日（金）・１７日（土）に岐阜県
下呂市で開催されたスポーツ推進委員東
海四県研究大会で、本町スポーツ推進委
員長である山本隆哉さん（山海）が長年
のスポーツ振興に尽力された功績が認めら
れ東海四県功労者表彰を受賞しました。
山本委員長は、「これからも南知多町のス
ポーツの普及に取り組んでいきたい。」と
語ってくれました。

本町スポーツの振興に尽力
スポーツ推進委員東海四県功労者表彰を受賞
本町スポーツの振興に尽力
スポーツ推進委員東海四県功労者表彰を受賞

／216金

／36 火

やまもと たかや

・・ みんな元気にナイスシュート！
第34回南知多ライオンズクラブ杯ミニバスケットボール大会
みんな元気にナイスシュート！
第34回南知多ライオンズクラブ杯ミニバスケットボール大会土／2 日1817

わ   だ さとし



（担当まとめ）
　南知多町柔道会 会長の相川清治
さんの大会講評の中で、何か１つ目
標を持って辞めずに続けて行って欲し
いというお話がありました。今回の大
会で悔し涙を流した人は、次の大会
こそは優勝するという新たな目標を
持って練習に励むことでしょう。この
大会で優勝した人は、次の大会も優勝するという新たな目標が生まれたことでしょう。
皆さんの日々の練習にも、これからも声援を送りたいと思います。

　前回に引き続き第４３回鏡開き並びに新春柔道大会結果を紹介します。
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　　けるひと・部活動「第17回目」

第４３回 鏡開き並びに新春柔道大会

次回は、全知多バレーボール大会“準優勝”師崎中学校男子バレーボール部を紹介します。

問合せ　社会教育課スポーツ係　☎65-2880

〈団体の部〉小学生の部 〈団体の部〉中学生男子の部

左から 
右田春音、磯部幹太、
江端秀哉、山下翔也、
沢田兼吾

みぎた  はると　　 いそべ  かんた

えばた しゅうや　　 やましたしょうや

さわだ  けんご

左から 
山下滋嬉、家田琉暉、
家田隆聖、山下喜久雄

やましたしげき　　  いえだ  はるき

いえだ りゅうせい　  やました  き　く　お

左から 
優　勝　沢田兼吾、
３　位　齋藤わかな

さわだ  けんご

さいとう

左から 
準優勝　西川 颯、
優　勝　小久保 柊、
３　位　中野雄斗・若山寛典

にしかわ はやて

 こ　く　ぼ   しゅう

なかの  ゆうと　　  わかやまひろのり

左から 
準優勝　福田 優、
優　勝　大川はづき、
３　位　愛葉優華

ふくだ　 ゆう

おおかわ

あいば  ゆうか

左から 
準優勝　坂野昌治、
優　勝　大岩悠太、
３　位　小久保太智・西川 颯

ばんの  しょうじ

おおいわゆうた

 こ　く　ぼ  たいち　 にしかわ はやて

左から 
準優勝　山本斗惟、
優　勝　江端隆希、
３　位　榎本光留

やまもととうい

えばた りゅう き

えのもとひかる

左から 
準優勝　右田春音、
優　勝　磯部幹太、
３　位　山下万吉

みぎた  はると

いそべ  かんた

やましたばんきち

左から 
準優勝　家田煌琳、
優　勝　山下翔也、
３　位　山本啓斗

いえだ  きらり

やましたしょうや

やまもとけいと

左から 
山下万吉、鵜飼泰成、
家田煌琳、山本啓斗、
齋藤わかな

やましたばんきち　　うかい たいせい

いえだ  きらり　　 やまもとけいと

さいとう

左から 
新美光生、小久保太智、
西川 颯、辻 嵐士、
小久保 柊

にいみ こうせい　　  こ　く　ぼ  たいち

にしかわはやて　  つじ  あらし

 こ　く　ぼ   しゅう

左から 
若山寛典、中野雄斗、
山田優真

わかやまひろのり　　なかの  ゆうと

やまだ  ゆうま

左から 
齋藤わかな、沢田兼吾、
山下翔也、山本啓斗

さいとう　　　　　　　  さわだ  けんご

やましたしょう や　　 やまもと けいと

左から 鵜飼泰成さん、山下万吉さん、
家田煌琳さん、齋藤わかなさん、
沢田兼吾さん

左から 鵜飼泰成さん、山下万吉さん、
家田煌琳さん、齋藤わかなさん、
沢田兼吾さん

大会結果報告

輝輝

（敬称略）

“優勝”南知多少年柔道教室Ａ “３位”南知多少年柔道教室Ｂ “優勝”篠島中学校 “準優勝”豊浜中学校

〈個人の部〉
チャレンジマッチ“敢闘賞” 小学生無級の部 小学生6級の部 小学生4・5級の部

小学生2・3級の部 中学生男子の部 中学生女子の部 オープンの部

平成29年度　特別表彰者大会参加者（南知多町のみ）
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機
関
で
も

可
能
で
す
が
、
年
金
事
務
所
への
登

録
に
よ
り
納
期
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ
の
方

は
、
年
金
事
務
所
で
直
接
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

H30.4.111

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

住
民
課
（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

国
保
ニ
ュ
ー
ス

　

今
ま
で
国
保
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
就
職
し
社
会
保
険
等
に
加

入
す
る
と
、
国
保
を
や
め
る
手
続

き
（
資
格
喪
失
届
）
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
し
社
会
保

険
等
の
資
格
が
な
く
な
る
と
、
国

保
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
（
資

格
取
得
届
）
が
必
要
で
す
。

　

自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
い
ず
れ
も
14
日
以
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

喪
失
の
届
出
を
し
な
い
と
、
国

保
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り

ま
す
。
資
格
を
失
っ
た
国
保
の
保

険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
て
し

ま
う
と
、
そ
の
治
療
費
を
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
加
入
の
手
続
き
が
遅
く

な
る
と
、
保
険
を
使
っ
て
の
治
療
が

そ
の
間
受
け
ら
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
が
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
、
大
き
な
金
額
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
家
族
に
就
職
や
退
職
の
異
動

が
あ
る
方
は
、
手
続
き
が
必
要
か

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
手
続
方
法

　

必
要
書
類
を
持
っ
て
、
役
場
住

民
課
ま
た
は
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

国
保
を
や
め
る
と
き

・
　

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
証
ま
た

は
資
格
取
得
証
明
書

・
　

国
保
の
保
険
証

・
マ
イ
ナ
ン
バー
の
わ
か
る
も
の

国
保
に
入
る
と
き

・
　

社
会
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
証

明
書
（
退
職
し
た
会
社
な
ど
で
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

・
マ
イ
ナ
ン
バー
の
わ
か
る
も
の

半
田
年
金
事
務
所　
☎
２
１―

２
３
7
5

国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

口座振替をご利用の方は、
預金残高の確認をお願いします。

◇国民年金の保険料◇

3月分
納期限 5月1日（火）

　
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
月
額
1
5
０
円
引

き
下
げ
ら
れ
、
１
万
6
，3
4
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
に
よ
り
割
引
と
な
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。「
前
納

制
度
」
は
割
引
額
が
多
く
大
変
お
得
で
す
。

　寄せられた募金は学校や公園などにおける
緑化の推進や、地球温暖化防止に向けた国際
緑化活動に活用されます。ご協力お願いします。

募金箱設置場所
保健センター、総合体育館、
役場産業振興課・住民課窓口、
各サービスセンター

緑の募金運動 にご協力を緑の募金運動 にご協力を 5月31日まで



生
ご
み
減
量
化

容
器
補
助
制
度

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
の
補
助

環
境
課
で
は
、
平
成
30
年
度
も

環
境
共
育
推
進
事
業
を
行
な
い
ま

す
。環

境
共
育
推
進
事
業
は
、「
人

づ
く
り
・
人
の
輪
づ
く
り
」
を
進

め
、
行
動
す
る
町
民
、
協
働
す
る

町
民
と
し
て「
共
に
育
つ（
共
育
）」

こ
と
を
目
的
と
し
て
５
講
座
を
募

集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
環
境
」
に
関
す
る

幅
広
い
分
野
で
す
。
環
境
共
育
推

進
事
業
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
、

選
考
の
結
果
、
事
業
決
定
さ
れ
た

の
ち
、
環
境
共
育
講
座
を
開
設
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。自
然
観
察
会
、

エ
コ
教
室
な
ど
皆
様
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、是
非
、活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
決
定
さ
れ
ま
す
と
、
町
と

委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
、

１
講
座
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
に

委
託
料
を
支
払
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
環
境
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
環
境
課（
内
線
１
３
３
）

「
環
境
」に
関
す
る

講
座
募
集

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
や
海
の

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
町

内
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
日
間
賀
島
地
区
（
漁

業
集
落
排
水
事
業
区
域
）
は
対
象

外
で
す
。

対
　
象

申
請
者
自
ら
が
居
住
す
る
部
分

を
含
む
建
物
（
専
用
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅
）
に
設
置
す
る
浄
化
槽

※
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
撤

去
費
の
一
部
も
補
助
対
象
（
補
助

限
度
額
９
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
基
数
お
よ
び
撤
去
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
予
算
の
範

囲
内
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
前
着
工
は
認
め
て
お
り
ま

せ
ん
。

そ
の
他
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
自
家

処
理
を
促
進
す
る
た
め
に
、
生
ご

み
堆
肥
化
容
器
ま
た
は
生
ご
み
電

動
処
理
機
を
町
内
の
販
売
店
で
購

入
し
設
置
し
た
町
民
を
対
象
に
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

容
器
の
大
き
さ
は
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
以
上
で
、
一
世
帯
に
つ
き
２
容

器
ま
で

補
助
金
額
購
入
額
の
１
／
２
以

内
で
２，
１
０
０
円
を
限
度

電
動
生
ご
み
処
理
機

一
世
帯
に
つ
き
１
処
理
機
ま
で

補
助
金
額
購
入
額
の
１
／
２
以

内
で
１
６，
０
０
０
円
を
限
度

※
キ
ッ
チ
ン
の
排
水
設
備
に
設
置

し
浄
化
槽
へ
流
下
さ
せ
る
生
ご
み

処
理
機（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
）は
、

補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

そ
の
他
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地球にいいこと
はじめよう！暮暮らしのらしの

補助制度補助制度 問合せ

環境課
（内線131～

133）

暮らしの
補助制度

人槽 居住用部分 補助限度額

５人槽 延べ床面積が
130㎡以下 332 ,000円

７人槽 延べ床面積が
130㎡を超えるもの 414 ,000円

10人槽 二世帯住宅 548 ,000円

補助限度額（平成30年４月１日現在）

環
境
共
育
推
進
事
業

「
環
境
」に
関
す
る

講
座
募
集

子
ど
も
た
ち
の
関
心
や
興
味
に

基
づ
き
、
自
然
観
察
・
調
査
や
身

近
に
で
き
る
「
地
球
に
や
さ
し
い

活
動
」に
取
り
組
む
ク
ラ
ブ
で
す
。

環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

登
録
す
る
に
は
‥

メ
ン
バ
ー
（
３
歳
～
高
校
生
）

と
サ
ポ
ー
タ
ー
（
保
護
者
や
学
校

の
先
生
な
ど
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１

人
以
上
い
れ
ば
登
録
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
う
ち
１
人
が
代
表

サ
ポ
ー
タ
ー
（
事
務
局
と
の
連
絡

担
当
者
）
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
用
紙
は
役
場
環
境
課
に
あ
り

ま
す
。

登
録
す
る
と
‥

・
活
動
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
が
届
き

ま
す
。

・
メ
ン
バ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

自
動
的
に
「
賠
償
責
任
保
険
」
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
全
国
事
務
局

☎
０
３
‐
５
６
４
３
‐
６
２
５
１

http://w
w
w
.j-ecoclub.jp

地
球
に
い
い
こ
と
は
じ
め
よ
う

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
募
集
中 無料



手 当 種 別 ～平成30年３月 平成30年４月～
特別児童扶養
手 当

児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

経 過 的 福 祉 手 当

51 ,450円 51 ,700円
34 ,270円 34 ,430円
42 ,290円 42 ,500円

42,280～9,980円 42,490～10,030円
9 ,990円加算 10 ,040円加算

9,980～5,000円加算 10,030～5,020円加算
5 ,990円加算 6 ,020円加算

5,980～3,000円加算 6,010～3,010円加算
33 ,660円 33 ,790円
27 ,860円 27 ,990円
21 ,480円 21 ,550円
15 ,730円 15 ,800円

15 ,800円15 ,730円

１級
２級

児童１人
全部
一部

児童２人
全部
一部

児童３人以上
（1人増すごとに）

全部

Ａ種
Ｂ種
Ａ種
Ｂ種

一部

手当額が改定されます県の各種手当
平成30年４月分

からの手当額につ
いては表のとおり
引上げとなります。

問合せ 福祉課
（内線122・125）

（月額）



対　象
保育所に入所していない就学前の児童（10か月～
６歳）の保護者で、次に該当する場合
・保護者の就労形態等により、断続的に保育が必

要となる児童（就労、就職活動等）
・保護者の疾病等により、緊急的かつ一時的に保

育が必要となる児童（傷病、入院、介護、出産、
冠婚葬祭等）

・保護者の私的な理由やその他の事由により、一
時的に保育が必要となる児童（育児疲れ解消、　
子どもの行事、その他の理由）

ところ
・内海保育所（定員に余裕がある場合のみ）
・師崎保育所
と　き
月～金曜日　午前８時～午後４時
土曜日　　　午前８時～正午
使用料（日額）

申込み
申請書を役場福祉課または保育所へ（申請書は申
し込み先で配布しています。）
問合せ 福祉課（内線 1 2 4 ・ 1 2 5 ）

子育て家庭優待事業
「はぐみんカード」を

配布しています
・はぐみんカードって何？

18歳未満の児童とそ
の保護者、妊娠中の方
に発行しているカード
です。提示すると割引
や特典などのサービス
が受けられます。

・どんなカードでどこで使えるの？
「はぐみん優待ショッ
プ」ステッカーが貼っ
てある店舗で使えます。

県外では全国共通の
ステッカーが貼ってあ
る店舗で使うことがで
きます。
配布場所

役場福祉課にて配布しています。母子手帳また
はお子さんの保険証、生徒手帳をお持ちください。

（妊娠中の方は母子手帳交付時に配布しています。）

特典内容の詳細は、愛知県または、町公式ホームページ
をご覧ください。
問合せ 福祉課（内線 1 2 5 ）

全国の協賛店舗で使えます。

愛知県子育て支援パスポート

毎月19日は子育て応援の日（はぐみんデー）

子育て中、妊娠中のみなさんへ

町内の協賛店（五十音順）
あいち知多農協（南知多、内海、みさき支店（日
間賀島出張所））、味工房 大徳、アンメンタルケア
ルーム、快眠工房 中村屋、スギ薬局（内海店）、
知多信用金庫（内海、豊浜、師崎支店）、民宿 なぎさ

区　分 ０・１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児以上

月～金曜日 2,950円 2,600円 1,600円 1,350円

土曜日 1,470円 1,300円 800円 670円

※３歳以上児については、上記料金の他に別途主食代（米、
パン代）が必要です。

一時保育のお知らせ
一時的に保育が必要な保護者の方のために、

一時保育を実施しています。

「はぐみんカード」

ステッカー

健康な歯は、長寿の秘訣

80歳を迎えたら歯科健診
を受けましょう!（8020運動推進事業）

医 療 機 関 名 住　　　所 電 話 番 号

河 合 歯 科 医 院 内海字中之郷18-1 ６２−００１４

冨 歯 科 医 院 内海字亥新田100 ６２−０９３３

大 岩 歯 科 医 院 内海字先苅188 ６２−１１９８

竹 内 歯 科 医 院 豊浜字中村12-3 ６５−０５４１

やなぎ歯科医院 豊浜字下大田面53-2 ６５−０８４８

中 村 歯 科 医 院 豊浜字鳥居45 ６５−０２００

み ど り の 風
南知多病院（歯科）豊丘字孫廻間86 ６５−１１１１

アルファクリニック歯科 片名字新師崎16-5 ６３−２４１０

さいとう歯科医院 日間賀島字小戸地19 ６８−２８８８問合せ 保健介護課（内線 5 1 1～ 5 1 4）

無 料 下記の歯科医院に歯科健診のご予約をお取りください

健診の結果、歯が20本以上ある方は
表彰を予定しています。

楽しい食事や会話をするためには、歯の
健康が欠かせません！　80歳を迎えたら、
まずは歯科健診を受けましょう。
と　き ４月16日（月）～５月30日（水）
対　象 昭和14年４月１日以前に生まれた

過去に「めざそう８０２０！歯の
コンクール」の表彰を受けていない方

持ち物 医療保険証（検診時に治療が必要な場合が
あるため）



●
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険

料
率
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
財
政
運
営
期
間
を
２
年

間
と
し
て
お
り
、
こ
の
期
間

の
医
療
給
付
費
等
の
財
源
に

充
て
る
た
め
、
保
険
料
率
等

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

＊
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
な
ど
は
、

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

H30.4.115

対　象
　南知多町に住所があり、町外にかかりつけ
医がおり、次の①～②のいずれかの方で過去
に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種していない方

①平成３０年度に各年齢になる方

　65歳　昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生
　70歳　昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生
　75歳　昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生
　80歳　昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生
　85歳　昭和8年４月２日生～昭和9年４月１日生
　90歳　昭和3年４月２日生～昭和4年４月１日生
　95歳　大正12年４月２日生～大正13年４月１日生
　100歳　大正７年４月２日生～大正８年４月１日生
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓若しく
は呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に1級程度の身体障害を有する方。

町外の接種協力医療機関
　愛知県医師会ホームページにてご確認ください。
申込方法
　事前に、接種協力医療機関に確認し広域化予
防接種の了解を得ていただいた後、保健センター
へ申請にお越しください。
そ の 他
　詳細は保健センターにお問い合わせください。

対　　象
　南知多町に住所があり、次の①～②のいずれかの
方で過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種していない
方
①今年度６５歳以上になる方
　（昭和２９年４月１日以前生まれ）
②満６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓または、
　呼吸器機能に日常生活が極度に制限される障害を
　有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより、免疫
　機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
　有する方
接種期間　平成３１年３月３０日（土）まで
接種回数　期間内に１回
自己負担金　２,５００円 ※生活保護受給者は無料です。
申 込 み　下記医療機関で予約してください。
■実施医療機関

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成の実施

問 合 せ　保健介護課 (内線 511 ～ 514)

水 野 医 院

大岩医院（内海）

上 床 医 院

大岩医院（豊浜）

　

白 井 医 院

夏 目 医 院

日間賀島診療所

篠 島 診 療 所

知多厚生病院

内海字北向93-2

内海字亥新田115-1

豊浜字中村23-1

豊浜字上大田面12-1

豊丘字孫廻間86

師崎字向島1

大井字江崎24

日間賀島字東側123

篠島字神戸301-1

美浜町大字河和字西谷81-6

師崎字神戸浦34

電話番号医療機関名 住　所

み ど り の 風
南 知 多 病 院

かっぱのお家
ク リ ニ ッ ク

62-0233

62-0138

65-0604

65-0184

65-1111

63-0029

63-0335

68-2345

67-2267

82-0395

47-7430

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
等
の
改
定

住
民
課　
　
　
（
内
線
１
１
６
）

平成３０・３１年度の
保険料率等

所得割率 ８.７６％

４５,３７９円

62万円

被保険者
均等割額
保険料賦課
限度額

平成２８・２９年度の
保険料率等

所得割率 ９.５４％

４６,９８４円

57万円

被保険者
均等割額

保険料賦課
限度額

定期接種は、町外（県外）の接種協力
医療機関でも受けることができます。

愛知県広域予防接種について



H30.4.1 16

　「けんこう南知多プラン」とは、住民自らが健康づ
くりに取り組み、そして健康づくりに関連する医療機
関・教育機関・ボランティア・行政などの関係機関が、
“ このまちで夢と元気と生きがいづくり ” をスローガ
ンにワーキング会議を行い、計画を推進しています。

No.351

〈ライフステージ別のランチョンマット内容〉

けんこう南知多プラン（第２期）

 けんこう南知多プランワーキング会議の開催状況
　第１回6/29（木）　第２回9/28（木）　第３回2/22（木）
　重点目標を「食生活」に決定し、南知多町オリジナル “ ランチョンマット ” を制作しました。ライ
　フステージ別にランチョンマットの内容を決めました。

　●食生活に関する講演・情報提供を行いました。
　①講話：「食生活の町の現状、愛知県の取り組みについて」　
　　講師：野崎有希さん（管理栄養士）　
　②講話：「ライフステージ別の食生活について」　
　　講師：松原容子さん（管理栄養士）

内海コース（5ｋｍ）
参加者　175人

★食生活改善リーダーさんによる地産地消メニュー
の紹介コーナーの開設（ゴール後）
・ひじきの混ぜご飯
・わかめ入り卵焼き
・いわしのつみれ汁
・いもようかん
・しらすとわかめの
　人参ドレッシング和え

★妊娠期・乳幼児期（妊娠中・0～ 6歳）
 ・ 乳児期に食事から五味五感を養うことの
　大切さについて
★青年期・壮年期（19～ 39・40～ 64歳）
 ・ メタボリックシンドローム予防について
　（1日350ｇ野菜を食べよう）

★学童期・思春期（7～18歳）
 ・ 朝ごはんのメリットについて
　（朝ごはんに主食・主菜・副菜をそろえよう）
★高年期（65歳以上）
 ・ いろんな食品を「まんべんなく」食べる
　重要性について（１０の食品群）

～本年度は「食生活」について取り組みました！！～

●11/3（金）ウォーキング大会で地産地消メニューの紹介コーナーを開設しました。

のざき  ゆ  き

まつばらようこ



 
 

H30.4.117

早期診断・早期対応のメリット
 ・認知症の原因に合わせた治療を早くから始めることで、
　症状を軽くしたり、進行を遅らせることができます。
 ・記憶や意思が明確なうちに病気を知ることで、本人自
　身の考えを、周囲に伝えておくことができます。
 ・適切な治療や環境によって、良い状態が維持できれば、
　ご家族の皆さんも落ち着いた生活を送ることができます。

　認知症は特別な病気ではなく、私たち自身や家族、身近な周囲にも起こりうる病
気です。将来的に６５歳以上の高齢者５人に１人が認知症になると見込まれています。
このため、認知症の「早期診断・早期対応」に取り組むための、医療と介護の専門
職による認知症初期集中支援チーム（愛称：ミーナ支援チーム）」を南知多町地域
包括支援センターに設置しました。

何をしてくれるの？
　様子をお聞きし、必要に応じて専門病院を紹介したり、介護サービスを受けるため
のお手伝いをします。物忘れがひどくなった、怒りっぽくなった、外出を嫌がるように
なったなど、「あれ？なんだかおかしいな？認知症かな？」と思ったら気軽に相談して
ください。相談は無料です。
　
対象者は？
　４０歳以上の在宅生活を送る認知症またはその疑いがあり、次のいずれかに該当す
る人です。
● 医療・介護サービスを受けていない、または中断している
● サービスは受けているが対応に苦慮している

☎ 64-3265　FAX 65-0766　
メール　houkatu＠town.minamichita.lg.jp

地域包括支援センター
（高齢者あんしん相談室）保健センター２階
☎ 64-3265　FAX 65-0766　
メール　houkatu＠town.minamichita.lg.jp

ミーナ支援チームができました！（認知症初期集中支援チーム）

お近くにこんな高齢者の方はいませんか？
○閉じこもりの高齢者
○何らかの支援が必要と思われる高齢者

地域包括支援センターにご相談ください！

～認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるために～
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　乳幼児を子育て中の親子を対象に「親子ふれあいひろば」を開催します。我が子といっしょに楽しく遊
びながら、親子のふれあいを深めませんか。また、同年代の子を持つ親同士で仲間をふやしたり、子育て
の悩みを話し合ったりしてみませんか。子育てネットワーカー、子育てグループ、主任児童委員、南知多町
役場等の関係機関が、子育てをしているお母さんを応援します。

募集対象　保育所入所前（３歳以下）の親子
募集期間　随時受付中　※当日受付でも参加できます。
問 合 せ　社会教育課（総合体育館内）　☎６５-２８８０

活 動 計 画 （変更する場合があります） 
回 と　　き と　こ　ろ 内　　　容 講　　師

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

総合体育館
（柔剣道場）

総合体育館
（第２・３会議室）

総合体育館
（第２・３会議室）

山海公民館・海岸
【雨天：室内】

山海公民館
（調理室・集会室）

総合体育館
（第２・３会議室）

山海公民館　
（調理室・集会室）

総合体育館
（柔剣道場）

山海公民館
（集会室）

総合体育館
（第２・３会議室）

内海みかん狩り場
【雨天:山海公民館】

総合体育館
（第２・３会議室）

5月23日（水）

6月13日（水）

6月27日（水）

7月11日（水）

7月25日（水）

8月22日（水）

9月12日（水）

9月26日（水）

10月10日（水）

10月24日（水）

11月14日（水）

11月28日（水）

開講行事
（講座の説明、親子写真撮影、親子遊び）

日比 淳子さん
大岩 弥生さん

子育てネットワ－カ－
保健介護課

半田おもちゃ図書館
「つみき」

子育てネットワ－カ－

子育てネットワ－カ－

子育てネットワ－カ－

子育てネットワ－カ－

子育てネットワ－カ－

わらべっこの会
保育所長

子育てネットワ－カ－
主任児童委員

えほん村
防災安全課

ランプの会
子育てネットワ－カ－

「大型えほんの読み聞かせ」
「お母さんの防災教室」

「子育ての話」「読み聞かせ」
「中学生と遊ぼう」

「親子でつくるおにぎりパーティー」
※第４回が雨の場合｢砂浜で遊ぼう」（山海海岸）

「砂浜で遊ぼう」
※雨天「親子でつくるおにぎりパーティー」（室内）

「わらべ歌で遊ぼう」
「子育てのあれこれ」

「楽しいランチバイキング」

「歌遊びとリズム遊び」

「親子でできる楽しい運動」
「最近の子育て情報」

「手作りおもちゃで遊ぼう」
「おもちゃの病院」

「みかん狩り」
※雨天「お楽しみ会」（山海公民館）

閉講行事
（講座の反省、読み聞かせ人形劇等）　　

ひ　び　　じゅんこ

おおいわ　 やよい

午  

前  

10  

時  

〜  

11  

時  

30  

分

　ひろば 参加者募集



　これまで使用してきました救急
３号車を更新し、平成３０年１月
２３日から新しい救急車での運
用が開始されました。
　みなさんの尊い生命を守るた
め、消防職員一丸となり安心・
安全な町づくりをめざし大切に
運用します。引き続き救急車の
適正利用にご理解ご協力をお願
いします。

救急車が更新されました！救急車が更新されました！

　

林
野
火
災
の
多
く
は
、
３
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
春
に
な
る

と
山
な
ど
に
出
か
け
る
機
会
が

増
え
る
た
め
、
そ
の
際
の
た
き

火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
が
、

火
災
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
家
族

旅
行
等
で
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
宿
泊
の
際

に
は
、
火
災
発
生
時
の
避
難
経

路
、
注
意
事
項
を
事
前
に
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
法
の
改
正
で
、
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
旅
館
・
ホ

テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
は
自

動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
宿
泊
さ
れ
る
施
設
に
は
、
自

動
火
災
報
知
設
備
が
設
置
し
て

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

行楽期における火災予防について行楽期における火災予防について
　春の行楽シーズンの到来とともに、屋外での活動が増
えてきます。この時期は、降水量が少なく、空気が乾燥し、
強風が吹くなど、林野火災が発生しやすい季節です。

暮
ら
し
を
守
る

知
多
南
部
消
防
組
合
で
す

☎
6
4
ー
0
1
1
9

火災のない行楽期にするために
1. 携帯灰皿等を使用し、たばこの投げ捨
　 ては絶対にしない。
2.不用意なたき火、火遊びは絶対にしない。
3. 紙くずなどのゴミは、火災発生の原因と
　 なるため、きちんと持ち帰る。

防火に関する正しい
知識を持って、
レジャーを楽しみましょう！！
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と　　き　５月２０日（日）午後１時３０分～午後４時  ※災害時は中止です。
と こ ろ　知多南部消防組合　敷地内（美浜町大字河和字南橘田１０６－１２６）
募集人員　先着３０組１００人程度　美浜町、南知多町在住の方（子供だけでは不可）
　　　　　※駐車スペースが限られていますので、各グループ乗り合わせでお願いします。
募集期間　４月２３日（月）～５月２日（水）　午前１０時～午後５時（受付時間）
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
申込方法　☎６４－０１１９のみの受付です。
　　　　　・申し込みの際、参加者全員の住所、氏名、生年月日、連絡先をお聞きします。
　　　　　・はしご車試乗は小学生以上とします。水分補給は各自で行ってください。

知多南部消防組合を開放します。
〔イベント内容〕（雨天時は内容を変更し実施します）
　●はしご車試乗　●放水体験　●地震体験車試乗

　●ちびっこレスキュー　●消防服試着

　●初期消火体験（水消火器）　●車両展示　

　●庁舎見学　●レスキュー訓練展示

　●救助・放水訓練見学など　●消防クイズ

H30.4.121

消防フェスティバル開催消防フェスティバル開催
知多南部消防組合
☎64ー 0119

〈試験会場〉

そ の 他

① 愛知大学　豊橋キャンパス　　② 名古屋工学院専門学校
③ 名城大学　天白キャンパス
　※試験願書と予備講習会案内書は予防課にあります。
　※電子申請の場合、受付最終日は午後５時までです。
※ホームページ　http//www.shoubo-shiken.or.jp
　　　　　　　　　　　　　問合せ　予防課（☎64ー 0121）

平成30年度　前期・危険物取扱者試験日程

①

②

③

①

③

③

6月10日 (日 )

6月17日 (日 )

7月22日 (日 )

10月7日 (日 )

10月21日（日 )

11月25日 (日 )

5月5日（土）～14日（月）
　　

6月16日（土）～25日（月）

9月1日（土）～10日（月）

10月6日（土）～15日（月）

5月8日（火）～17日（木）
　　

6月19日（火）～28日（木）

9月4日（火）～13日（木）

10月9日（火）～18日（木）

甲種、乙種1・2・
3・4・5・6類、

丙種

電子申請の
受付期間

書面申請の
受付期間 試験種類試 験 日 試験

会場

～やってみよう！ぼくもわたしも消防隊～



受付期間　４月２日（月）～ 16日（月）
対　　象　平成３０年４月１日現在で満６４歳まで
　　　　　の方
試 験 日　４月下旬を予定（後日、防災安全課か
　　　　　ら連絡します）
提出書類　採用申込書
　　　　　※採用申込書は防災安全課でお渡しし

　　　　　ます。また、町公式ホームページから
　　　　　もダウンロードできます。
申 込 み　提出書類を防災安全課へお持ちくださ
　　　　　い。郵送やインターネットによる申し込
　　　　　みはできません。

問 合 せ　防災安全課（内線２２３）

　「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせな
い」「犯罪を見逃さない」の３Ｎ( ない )
のスローガンを掲げ、地域が一体となっ
た運動を展開し、防犯意識の向上と、犯
罪の減少を目指します。

●特殊詐欺の被害防止●
　平成２９年中の愛知県内の特殊詐欺の状況は、
認知件数が６４８件、被害総額は約１０億９０００
万円です。
　このうち、半田警察署管内の認知件数は２３件
で、被害総額は約６４００万円です。
　ここ最近、架空請求のハガキが多数郵送されて
います。
　このようなハガキやメール等が届いても、記載さ
れた電話番号に連絡せず、家族や警察に相談して
ください。

●住宅対象侵入盗の防止●
　平成２９年中の半田警察署管内の住宅対象侵
入盗の認知件数は１１３件です。
　出かけるときや就寝するときはもちろん、在宅中
も必ずカギをかけましょう。
　「ＣＰ建物部品」と呼ばれる防犯性能が高い建
物部品を取り付けると、さらに防犯効果が高くなり
ます。ＣＰ建物部品はドロボウの攻撃に概ね５分以
上耐えられると認められた部品です。
　ドロボウは侵入するのに５分以上の時間がかか
るとあきらめる確率が高いと言われています。

●防犯診断の実施●
　半田警察署では、住宅対象侵入盗の被害防止
のため、警察官がご自宅を訪問して防犯について
のアドバイスをする防犯診断を実施しています。
　ご希望される方は半田警察署生活安全課までご
連絡ください。
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半田警察署からのお知らせ ☎21ー 0110

交通指導員 募集
募集内容

勤務先 仕事内容 雇用期間 応募条件 給　料 試験内容１日当たりの
勤務時間

募集
人員

小学校の
通学路な
ど

雇用保険
加入

月額
106,400 円

面接1人 児童の通学
時の交通指
導、その他
一般通行者
の交通指導

7：30～9：00
および

13：30～16：30
計4.5時間

30 年５月～
31年３月
週５日勤務
(９か月)

「春の安全なまちづくり県民運動」
　（４月１日～１０日）



・昭和４８年４月２日以降に
生まれ高等学校以上を卒業さ
れた健康な方
・簡単なパソコン操作
・普通自動車運転免許（ＡＴ
車限定は不可）（採用予定日
までに取得見込みも含む）

知多南部衛生組合
総務課
南知多町大字内海
字樫木 77番地の1
☎62-0402

クリーンセ
ンターにお
けるゴミの
受付処理
など

知多南
部衛生
組 合

H30.4.123

受付期間　4月2日～ 4月16日（土・日・祝日を除く午前 8時 30 分～午後 5時 15 分）
提出書類　・試験申込書（組合の規定用紙）
　　　　　※知多南部衛生組合総務課で配布。組合ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　・卒業証明書・学業成績証明書
第１次試験〔一般教養試験、作文、適性検査〕※第２次試験やその他詳細はお問い合わせください。
　　　　　と　き　　4月22日（日）〔受付　午前 9時～ 9時 30 分〕
　　　　　試験場　　知多南部衛生組合
技能士給与（新卒者の場合）

 

申 込 み　所定の申込書に必要な書類を添えて本人が、知多南部衛生組合総務課へ持参してください。
そ の 他　郵送やインターネットによる申し込みはできません。
　　　　　申し込み後、提出書類は一切返却しません。

知多南部衛生組合職員 募集
勤務先

最終学歴

大　　学

短　　大

高　　校

１６５,９００円

１５１,６００円

１４０,４００円

給 料 月 額

仕事内容 応募条件 問合せ職　種・
募集人数

採　用
予定日

技能士
1人

申込み　４月２日（月）～２０日（金）
※申込み時に自筆履歴書（写真貼付）を持参のこと
問合せ　知多南部広域環境組合総務課　☎８４－１００７

知多南部広域環境組合の臨時職員募集
募集内容

勤務先 仕事内容 雇用期間 応募条件 業務時間等 給　料 試験内容募集
人員

知多南部広
域環境組合
（武豊町役場
庁舎内）

1人 組合事業
補助事務

平成３０年
６月１日～
平成３１年
３月２９日の
１６０日間

・南知多町
を含む２市
３町※1に
在住
・簡単なパ
ソコン操作
ができる方

午前９時～
午後３時
（５時間勤
務）の週
３～４日間

時給８８０円　
※通勤手当は
規定による　
※社会保険・
雇用保険には
加入しない

面接
４月下旬
予定（後
日連絡）

平  成
30 年
７月１日

※給料改定により変更する場合があります。
※一定の経歴がある場合は、この金額に所定の額が
　加算されます。
※上記以外に諸手当が支給されます。
※勤務条件等については、組合条例の規定によります。

※1 半田市、常滑市、南知多町、美浜町、武豊町



　

平
成
30
年
第
１
回
南
知
多
町

議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら

16
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
日
は
、
諸
般
報
告
お
よ
び

提
出
案
件
の
概
要
説
明
に
始
ま

り
、
議
案
に
つ
い
て
の
提
案
理

由
の
説
明
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
３
議
案
が
可
決
・

承
認
さ
れ
、
26
議
案
が
そ
れ
ぞ

れ
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
５
日
は
５
人
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

16
日
、
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、

26
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
南
知
多
町
師
崎
避
難
所
設
置

及
び
管
理
条
例
の
制
定
（
防
災

安
全
課
）

●
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
（
住
民
課
）

●
南
知
多
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
総
務
課
）

●
南
知
多
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
総
務
課
）

●
南
知
多
町
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
防
災

安
全
課
）

●
南
知
多
町
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
防
災
安

全
課
）

●
南
知
多
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
防
災
安
全
課
）

●
南
知
多
町
空
き
家
等
の
適
正

な
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
防
災
安
全

課
）

●
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
税
務
課
）

●
南
知
多
町
土
地
改
良
事
業
賦

課
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
建
設
課
）

●
南
知
多
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
建
設

課
）

●
南
知
多
町
営
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
建
設
課
）

●
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
住
民
課
）

●
南
知
多
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
住
民
課
）

●
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
保
健

介
護
課
）

●
平
成
29
年
度
南
知
多
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

●
平
成
29
年
度
南
知
多
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

●
平
成
29
年
度
南
知
多
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

●
平
成
29
年
度
南
知
多
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

●
平
成
29
年
度
南
知
多
町
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
一
般

会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
漁
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
師
崎

港
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
30
年
度
南
知
多
町
水
道

事
業
会
計
予
算

●
新
た
に
土
地
が
生
じ
た
こ
と

の
確
認（
大
字
篠
島
）（
建
設
課
）

●
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
伴
う

字
の
区
域
の
変
更（
大
字
篠
島
）

（
建
設
課
）

※
詳
細
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
結
果
報
告

条
　
　
例

そ
　
の
　
他

予
　
　
算

◆
3
月
町
議
会
定
例
会
◆
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障
が
い
の
種
別
や
問
題
の
大
き

さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
４
月
10
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室
（
１

階)※
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、個
別
の
相
談
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@
dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：

soudan-co@
wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

口
座
振
替
の
納
税
通
知
書
に
は
、

金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど
を

記
載
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

新
規
で
口
座
振
替
を
始
め
ら
れ
る

方
や
内
容
に
変
更
の
あ
る
方
は
、

必
ず
納
期
限
の
前
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

各
税
と
も
納
期
限
の
日
が
口
座

振
替
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

預
金
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
前
納
扱
い
で
預
金

不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
再
振
替

以
後
１
年
間
期
別
扱
い
と
な
り
ま

す
。）な

お
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）
は
口
座
振

替
確
認
後
、
役
場
か
ら
郵
送
し
ま

す
。各

期
納
税
者
の
口
座
振
替
で
預

金
不
足
を
生
じ
た
場
合
は
、
再
振

替
を
行
い
ま
す
の
で
、
再
振
替
日

の
前
日
ま
で
に
指
定
金
融
機
関
に

預
け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1
FAX 6 5 − 0 6 9 4

相
談

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)

案
内

町
税
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

税
務
課(

内
線
１
４
３
・１
４
４)

バス・船の運賃とタクシー料金の助成
対象者の方に助成券をお渡しします。
手帳をお持ちのうえ、役場福祉課または各サ

ービスセンターで手続きをしてください。

バス・船の運賃助成
対象者
●身体障害者手帳１・２級の方
●療育手帳Ａ判定の方
●精神障害者手帳１・２級の方
●介護者（身体１種の方および療育Ａ判定の方のみ）
利用できる交通機関
・海っ子バス・知多バス（路線内）
・名鉄海上観光船（篠島・日間賀島～師崎・河和）

タクシー料金の助成
対象者
●身体障害者手帳１・２級の方
●療育手帳Ａ判定の方
●精神障害者手帳１・２級の方
助成券発行枚数 １人24枚
利用できるタクシー会社
・名鉄知多タクシー株式会社
・安全タクシー株式会社
・ワンデーポット
・うるとら介護福祉Ｗサポート
・福祉タクシー若
・あおぞら福祉タクシー（予定）
問合せ 福祉課（内線１２３）

障がい者の方へ

乗船割引券
配布のお知らせ

篠島、日間賀島にお住まいの皆さんに定期船
の運賃助成を行っています。４月２日から、乗
船割引券をお渡ししますので、お早めにお受け
取りください。

受取場所
お住まいの島の役場サービスセンター
必要なもの 印鑑
割引券助成額・交付枚数

大人　1 枚につき�　370 円　�1 人�16 枚
小人　1 枚につき�　190 円　�1 人�14 枚

問合せ 役場地域振興課（内線３２２）

篠島、日間賀島に
お住まいのみなさんへ



被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増

進
を
目
的
に
、
次
の
協
定
保
養
所

に
宿
泊
す
る
場
合
、
精
算
時
に
１

人
１
泊
１，
０
０
０
円
を
助
成
し

ま
す
。

助
成
期
間
平
成
30
年
４
月
１
日

～
平
成
31
年
３
月
31
日

※
全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で

申
込
み

協
定
保
養
所
へ
「
愛
知
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
」

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
宿
泊
当
日

に
保
養
所
で
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
と
利
用
カ
ー
ド
（
初
回
利

用
時
に
保
養
所
に
て
交
付
）
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

将
来
の
医
療
体
制
の
維
持
・
充

実
に
向
け
て
、
町
内
出
身
者
の
医

学
部
大
学
生
に
対
し
て
、
修
学
資

金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
医
師

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

対
象平

成
27
年
度
以
降
に
医
学
部
大

学
生
と
な
っ
た
方
で
、
将
来
町
内

で
開
業
医
を
目
指
す
た
め
公
的
医

療
機
関
（
知
多
厚
生
病
院
）
に
勤

務
し
つ
つ
町
内
の
指
定
医
療
機
関

で
、
医
療
業
務
に
従
事
す
る
意
思

の
あ
る
方

返
還
の
免
除

臨
床
研
修
等
の
課
程
を
修
了
し
、

引
き
続
き
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
た
期
間
に
相
当
す
る
期
間
、
医

師
と
し
て
指
定
公
的
医
療
機
関
に

勤
務
し
つ
つ
、
町
内
の
指
定
医
療

機
関
の
医
療
業
務
に
従
事
し
た
と

き
修
学
資
金
の
返
還
お
よ
び
利
息

の
支
払
い
の
全
部
を
免
除
し
ま
す
。

貸
与
金
額
・
期
間

修
学
期
間
中
　
月
額
20
万
円
（
年

額
２
４
０
万
円
）

大
学
入
学
時
　
１
０
０
万
円
（
１

回
限
り
）

定
員
１
人

提
出
書
類

ア
申
請
書
、
誓
約
書

イ
卒
業
し
た
高
校
の
校
長
の
推
薦

調
書

ウ
戸
籍
抄
本

エ
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
住

所
が
、
南
知
多
町
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
も
の
（
住
民
票
ま
た

は
戸
籍
抄
本
の
附
表
）

オ
履
歴
書
、
大
学
の
在
学
証
明
書

カ
連
帯
保
証
人
２
人
の
印
鑑
登
録

証
明
書

※
ア
・
イ
の
様
式
に
つ
い
て
は
、

役
場
保
健
介
護
課
（
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法

書
類
審
査
・
面
接

募
集
期
間

４
月
９
日（
月
）～
５
月
25
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

役
場
保
健
介
護
課
　
内
線
５
１
１

E-m
ail:hokai@

tow
n.m

inam
i

chita.lg.jp

※
詳
細
は
、
応
募
要
領
（
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
の
名
称

知
多
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針

公
聴
会

と
き
５
月
26
日（
土
）午
後
２
時

と
こ
ろ
半
田
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー（
ク
ラ
シ
テ
ィ
３
階
）ホ
ー
ル

原
案
の
閲
覧

と
き
４
月
10
日（
火
）～
５
月
11

日（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
愛
知
県
建
設
部
都
市
計

画
課

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

soshiki/toshi/

公
述
申
立
て

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
公
述
申
立
書
を
閲
覧
期
間

内（
必
着
）に
愛
知
県
建
設
部
都
市

計
画
課
（
〒
４
６
０-

８
５
０
１

住
所
不
要
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
公
述
申
立
て
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま

す
。

意
見
募
集

知
多
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
公
聴
会
の
開
催
に
加
え
て
、

皆
さ
ま
か
ら
の
御
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
、
愛
知
県
建
設
部

都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
に
関
す
る

公
聴
会
開
催

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎
０
５
２‐９
５
４‐６
５
１
５

お知らせコーナー

協
定
保
養
所
の
利
用
助
成

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
２
‐
９
５
５
‐
１
２
０
５

協定保養所名 電話番号
百年草（豊田市） ☎0565–62–0100

サンヒルズ三河湾（蒲郡市）☎0533–68–4696

名古屋市休養温泉ホーム
松ケ島（三重県桑名市） ☎0594–42–3330
あいち健康の森
プラザホテル（東浦町） ☎0562–82–0211

シーサイド伊良湖（田原市）☎0531–35–1151

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

レイクサイド入鹿は平成30年3月31日で閉館となりました。

平
成
30
年
度
南
知
多
町

医
師
確
保
修
学
資
金

貸
与
制
度
の
お
知
ら
せ

保
健
介
護
課

(

内
線
５
１
１)

運

動

重

点

春の全国交通安全運動

● 子供と高齢者の交通事故防止
● 歩行者・自転車の交通事故防止
● 交差点事故の防止
● 飲酒運転の根絶
● 全ての座席でシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用を徹底

4月6日〜15日

「ストップ・ザ交通事故
〜高めようモラル守ろうルール〜」

申
込
不
要



う
み
っ
こ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
「
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
耐
震

性
」
や
「
自
由
に
遊
べ
る
場
所
の

提
供
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
山

海
ふ
れ
あ
い
会
館
（
旧
山
海
小
学

校
）
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
時
期

４
月
２
日（
月
）よ
り

開
設
場
所
　

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館

児
童
の
送
迎

山
海
地
区
児
童
が
乗
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
利
用
し
う
み
っ
こ
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
送
り
ま
す
。

帰
宅
に
は
保
護
者
の
迎
え
が
必

要
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
日
間
賀
中
学
校
へ
　

記
録
用
防
水
カ
メ
ラ
　
　
１
台

西
里
厄
才
一
同

東
里
厄
才
一
同

（
敬
称
略
）

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

４
月
か
ら
う
み
っ
こ
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
移
転
し
ま
す

福
祉
課

(
内
線
１
２
４)

寄
贈

大
人
向
け

第
158
回
直
木
賞
受
賞
作
品

・『
銀
河
鉄
道
の
父
』

（
門
井

�
�
�

慶
喜

�
�
�
�

）

第
158
回
芥
川
賞
受
賞
作
品

・『
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い

ぐ
も
』

（
若
竹

�
�
�
�

千
佐
子

�

�

�

）

・『
百
年
泥
』

（
石
井

�
�
�

遊
佳

�
�
�

）

子
供
向
け

・『
ネ
ル
ソ
ン
せ
ん
せ
い
が

き
え
ち
ゃ
っ
た
！
』

（
ハ
リ
ー
・
ア
ラ
ー
ド
）

・『
こ
め
と
ぎ
ゆ
う
れ
い
の

よ
ね
こ
さ
ん
』

（
え
ば
た
え
り
）

・『
か
く
れ
ん
ぼ
』

（
種
村

�
�
�
�

有
希
子

�

�

�

）

こ
の
他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《 新  着  図  書 》
町民会館図書室からのお知らせ

美術といけ花展

問合せ　町 文 化 協 会　☎77-3755

呈　　茶　（21日のみ）
午前10時～午後３時

呈 茶 券 ３００円

書・写真・砂絵・
切り絵・いけ花・
俳句の展示と呈茶を
行います。

と　　き
４月21日（土）・22日（日）
午前10時～午後４時

（22日は午後３時終了）
と こ ろ
総合体育館サブアリーナ



　篠島の石橋伊鶴さんが、下のような海食洞の写真を
下さいました。これは、昨年１２月１日号で紹介させて
頂いた篠島汐味の海食洞とは違います。この海食洞は
篠島字牛取、島の最南端の海食崖にあります。

　大変すばらしい眺めですが、残念なことに一般の方
はご覧になることは出来ません。石橋さんは、名古屋城
築城の際の篠島における採石の研究家で、この辺りの
地形を熟知してみえます。干潮時に、道なき急斜面か
ら磯に降り、岩礁を伝って撮影場所に行って、撮って
下さったのです。さらに海食洞に近づくには、すぐ下の
磯まで小舟で行くほかありません。一般の方は、篠島
の新しい観光名所「太一岬展望台」から海に向かって
左側の木立の間に、どうにか望見出来ます。
　篠島とその属島の海岸は、多くが自然のままの海食
崖です。その海食崖の岩の弱い部分が波に抉られて出
来る洞窟が海食洞で、汐味や牛取以外にもあります。

　篠島及びその属島には、これらの他にもまだ、海食
洞は幾つかあると思います。

南知多の自然

H30.4.1 28

森 田 博 文

まだありますよ  海食洞
－篠島及びその属島－

篠島牛取にある海食洞（矢印）写真提供石橋伊鶴さん

篠島の属島のひとつ野島の海食洞群―野島南岸沖から

篠島南部西岸の海食崖に見られる二つの海食洞
―篠島本島と松島の間を通過する船から撮りました。

4月の町長対話室
皆さまの声をお聞かせください

と　き　4月22日（日）
　　　　午前10時～11時30分（一組30分以内）
ところ　役場　第一会議室（１階）
申込み・問合せ　　企画課（内線332）

申込期限　4月16日（月）午後3時
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

No.323

筋力アップ・転倒予防・
腰痛予防など盛りだくさ
んな内容です。
ぜひ、ご参加ください♪

と　　き　５月～平成３１年２月
　　　　　毎週金曜日の午前中　
　　　　　（約 1時間３０分）
と こ ろ　総合体育館
対　　象　町内に住所を有する
　　　　　６５歳以上の方
講　　師　健康運動指導士
募集人員　80人程度
費　　用　保険料実費（教材費が別
　　　　　途かかる場合があります）
申 込 み　４月２日（月）～４月２０日
　　　　　（金）に申込書を町社会
　　　　　福祉協議会へ
　　　　　※申込用紙は町社会福
　　　　　祉協議会、役場保健介
　　　　　護課にあります。
問 合 せ　町社会福祉協議会
　　　　　☎６５－２６８７
申込者数が募集人員を超えた場合
は、初めての方、運動習慣のない
方を優先します。

いつまでも自分の足で歩くために

元気アップ教室
●●●●●●参 加 者 募 集！！

か い しょく ど う

いしばし   い  つる

しお  び

うしとり かい しょく がい

たい ち  みさき

えぐ

のじま



月 行事カレンダー4

2月中の異動

消防団員募集中！ 詳しくは防災安全課まで。

内の火災・救急・交通事故町
火　災
火災と救急

救　急

件　数
交通事故

死　者
重軽傷者

2月

メールサービス
QRコード

町公式SNS
QRコード

facebook Twitter
メールサービスは防災・気象情報や、役場からの
お知らせなどの生活情報をお届けします。

報発信情

口座振替ご利用の方は、預金残高の確認を
お願いします。

月の納税4

広報みなみちた

談　働きたい若者をサポートします相
若者就職相談

問

口と世帯数（住民基本台帳）人

豊　浜
師　崎
篠　島
日間賀島

男（人） 女 計 世帯数

内　海

区分
地区 （人） （人）

うち外国人

計

H30.4.129

2018 No.972

1件（ 2件）
67件（170件）

出生 5人　死亡 24人　転入 64人　転出 154人

4件（ 6件）
0人（ 0人）
4人（ 6人）

2,463

2,424

2,239

841

929

8,896
213

2,575

2,665

2,260

840

989

9,329
238

5,038

5,089

4,499

1,681

1,918

18,225
451

2,023

2,096

1,836

616

620

7,191
387

働きたいけど「自信がない」、｢不安だ｣などの悩みに対して、キャ
リアコンサルタントがニーズに合わせ支援を行います。
　と　き　4月24日（火）　①午後１時３０分～
　　　　　　　　　　　　②午後２時３０分～ 
ところ　役場　第１会議室
対　象　１５歳～３９歳までの就職も通学もしていない若者や
　　　　その家族
　ちた地域若者サポートステーション　☎８９ー７９４７

◆固 定 資 産 税………第 1 期 分

◆納　　期　　限………５月１日（火）

保育所入園式
中学校入学式
小学校入学式

粗大ごみ収集
心配ごと相談

（日間賀島）
（師崎公民館）

8:00～9:00
14:00～16:00

粗大ごみ収集
障がい者巡回相談

（篠島）
（役場）

7:00～8:15
13:30～16:00

心配ごと相談 （南知多ＪＡ会館） 14:00～16:00

町長対話室 （役場） 10:00～11:30

とれとれ漁師市 初売り
師崎漁港朝市
　海鮮汁無料配布（限定500食）

（大井漁港内）
（師崎漁港）

8:00～
8:30～

成年後見巡回相談 （役場） 13:30～16:30

日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木

金

土

日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
29

30

昭和の日

振替休日

平成30年2月末現在

（　）内は平成30年1月からの累計　　　　平成30年2月末現在

定員２組 各50分間（先着順 予約優先・無料）



潮干狩り 山田海岸 ☎65−0370

山田お楽しみイベント
潮干狩り中日デー

「ラッキーボール投げ」４月29日（日）
「潮 干 狩 り 感 謝 デ ー」５月20日（日）

花ひろば ☎65−2432

〜 日本最大級の花摘み畑と野菜直売 〜
広くなだらかな丘が幾重にも続く

地に、さまざまな花が群れ咲く花ひ
ろば。４月からポピー、キンセンカ
の花摘みが始まります。

イチゴ狩りは５月中旬まで（予約
制）です。日間賀島の貝料理

日間賀島観光協会
☎68−2388 篠島のしらす料理

篠島で最も盛んなのが
「しらす漁」。生で食べても
釜揚げにしても、新鮮でとてもおいしいです。
篠島のゴールデンウィークイベント
魚のつかみどり（前浜海水浴場）　
５月４日（金・祝）・５日（土・祝）
午前９時スタート
※篠島の旅館・民宿にお泊りの方は無料です。
５日（こどもの日）は小学生以下限定。

篠島観光協会
☎67−3700

海の恵み豊かな日間賀
島では春になると波美貝、
タイラ貝、アサリ、ミル貝など貝類が豊富
に水揚げされます。旬の味覚を島でお楽し
みください。
日間賀島のゴールデンウィークイベント
キッズアドベンチャー

「日間賀島 “ 海と空” の自然学校」
４月28日（土）・29日（日）・30日（月・祝）・
５月3日（木・祝）・4日（金・祝）・5日（土・祝）・

6日（日）

広報みなみちたに掲載する広告を
募集しています。

詳しくは町公式ホームページをご覧ください。

広 告 募 集 中

広 告
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